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―ドイツ刑法 219 条 a の比較法的理解のための前提として―
















































































































































































































































































原典の改訂版として、Hilgendorf, Einführung in das Medizinstrafrecht, 2. 














Satzger, Strafrecht Allgemeiner Teil, 50. Aufl . 2020, S. 314 ff ; Rengier, 
Strafrecht Allgemeiner Teil, 12. Aufl . 2020, S. 429 ff , u.a. 邦語でそのこと
を確認できるものとして、たとえば、イェシェック = ヴァイゲント（西原
春夫監訳）『ドイツ刑法総論〔第5版〕』（1999、成文堂）506頁、514頁（原典
として、Jescheck/Weigend, Lehrbuch des Strafrecht Allgemeiner Teil, 5. 




















 （17）　大判大正6・5・25刑録23輯519頁。  
 （18）　高橋・前掲注（7）494頁。 
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 （19）　高橋・前掲注（7）495頁。 
 （20）　高橋・前掲注（7）495頁。 
 （21）　高橋・前掲注（7）495頁。 
 （22）　なお、これは、技術的助言とも、狭義の心理的幇助とも捉えることが
可能であろう。 
 （23）　前掲注（15）参照。 
 （24）　ミル（斉藤悦則訳）『自由論』（2012、光文社古典新訳文庫）29-30頁参照。 
 （25）　もし、将来的に安楽死の合法化がなされ、その宣伝行為を規制しよう
とする場合などにも、これと同様の問題が生じうるものと考えられる。 
